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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第75期

第１四半期
連結累計期間

第76期
第１四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (千円) 10,371,357 9,046,485 38,129,976

経常利益 (千円) 1,084,770 695,165 2,169,523

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 836,137 548,625 1,436,799

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 1,679,845 749,519 2,219,835

純資産額 (千円) 29,399,895 30,024,160 29,977,297

総資産額 (千円) 46,186,015 46,701,342 47,275,324

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 101.34 66.37 173.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 63.7 64.3 63.4
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第１四半期連結累計期間における経済情勢は、コロナ禍での行動規制緩和に伴う経済活動の正常化が進み、景

気は緩やかに回復しつつあるものの、ウクライナ情勢の長期化や資源・エネルギー価格の高騰をはじめとする物価

上昇、主要国の金融引締めに伴う景気減速が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、中国シフトが進む液晶ディスプレイ関連の需要拡大に応じた生産・供

給体制の強化・合理化を推進するとともに、自動車や情報・電子デバイスなど成長分野での新たなニーズ獲得に注

力し、安定収益基盤の拡大と収益性の向上を図っております。また、環境変化に強い事業構造への転換に向けて、

バイオマス材料・製品や革新的生産プロセスの開発、新規事業開発体制の強化などに取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、液晶ディスプレイ関連分野での生産調整が一巡し、需要は回

復傾向で推移しておりますが、中国での自動車やスマートフォンなどの需要低迷が続き、ケミカルズの販売が前年

同期の水準に至らず、売上高は90億46百万円（前年同期比12.8％減）となりました。利益面では、原材料価格高騰

に応じた価格転嫁による利益改善効果はあったものの、特殊機能材や加工製品などの販売減をカバーするには至ら

ず、営業利益は6億50百万円（前年同期比17.8％減）となり、経常利益は為替差益の減少などにより6億95百万円

（前年同期比35.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は5億48百万円（前年同期比34.4％減）となりまし

た。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

 
＜ケミカルズ＞

ケミカルズの売上高は84億25百万円（前年同期比12.7％減）となりました。製品別の状況は、以下のとおりで

す。

粘着剤製品は、液晶ディスプレイ関連用途の販売が回復傾向にありますが、自動車・建材など一般用途の販売が

前年同期を下回ったことなどにより、売上高は62億87百万円（前年同期比1.0％減）となりました。

微粉体製品は、中国市場での需要低迷が続く光拡散用途の販売数量が減少したことなどにより、売上高は5億39百

万円（前年同期比28.3％減）となりました。

特殊機能材製品は、中国市場でのスマートフォン市況低迷の影響を受けて電子材料用途の販売数量が減少したこ

となどにより、売上高は4億66百万円（前年同期比46.5％減）となりました。

加工製品は、中国市場でのスマートフォン市況低迷に伴う価格競争激化や電子表示用途での在庫調整の影響を受

けて機能性粘着テープの販売が減少したことなどにより、売上高は11億32百万円（前年同期比32.5％減）となりま

した。

 
＜装置システム＞

装置システムについては、メンテナンスや熱媒体油での一部案件の納期変更等があったことにより、売上高は6億

20百万円（前年同期比13.9％減）となりました。
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② 財政状態

当第１四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて5億73百万円減少し、467億1百万円となりました。

流動資産は、受取手形、売掛金及び契約資産、有価証券が増加したものの、現金及び預金、棚卸資産が減少した

ことなどにより、前期末に比べ7億92百万円減少し、264億96百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が増加したことなどにより、前期末に比べ2億18百万円増加し、202億4百万円となりま

した。

一方、負債については電子記録債務が増加したものの、支払手形及び買掛金、賞与引当金が減少したことなどに

より、前期末に比べ6億20百万円減少し、166億77百万円となりました。

当期末における純資産は、利益剰余金が減少したものの、為替換算調整勘定が増加したことなどにより、前期末

に比べ46百万円増加し、300億24百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末63.4％から0.9ポイント増加し64.3％となりました。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は3億39百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(4) 主要な設備

① 当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について完了したも

のは、次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称
設備の内容 投資額 完了年月

綜研高新材料

（南京）

有限公司

中国

江蘇省南京市
ケミカルズ 粘着剤生産設備 187百万元 2023年４月

 

 
② 当四半期報告書提出日現在における主要な設備の新設の計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額

着手年月
完了予定

年月
総額 既支払額

綜研高新材料

（南京）

有限公司

中国

江蘇省南京市
ケミカルズ 粘着剤生産設備 83百万元 54百万元 2021年９月 2024年４月

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,200,000

計 33,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
また、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
 2023年６月30日

－ 8,300,000 － 3,361,563 － 3,402,809

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
普通株式 33,400
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,256,100
 

82,561 ―

単元未満株式 普通株式 10,500
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,561 ―

 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式47株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
綜研化学株式会社

東京都豊島区
高田三丁目29番５号

33,400 ― 33,400 0.40

計 ― 33,400 ― 33,400 0.40

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,013,538 6,079,787

  受取手形、売掛金及び契約資産 8,360,343 8,502,322

  電子記録債権 2,471,492 2,412,096

  有価証券 3,000,000 3,500,000

  商品及び製品 4,227,589 4,042,485

  仕掛品 56,395 81,843

  原材料及び貯蔵品 1,588,488 1,430,789

  その他 592,039 468,744

  貸倒引当金 △21,114 △21,391

  流動資産合計 27,288,771 26,496,678

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  17,713,586 ※2  18,112,539

    減価償却累計額 △9,823,071 △9,976,650

    建物及び構築物（純額） 7,890,514 8,135,889

   機械装置及び運搬具 ※2  22,478,346 ※2  22,727,856

    減価償却累計額 △16,893,304 △17,143,312

    機械装置及び運搬具（純額） 5,585,041 5,584,544

   土地 ※2  1,430,842 ※2  1,438,747

   使用権資産 777,518 786,435

    減価償却累計額 △222,880 △228,101

    使用権資産（純額） 554,638 558,333

   建設仮勘定 2,178,067 1,874,792

   その他 ※2  3,519,782 ※2  3,794,789

    減価償却累計額 △2,618,106 △2,684,323

    その他（純額） 901,676 1,110,466

   有形固定資産合計 18,540,780 18,702,773

  無形固定資産   

   その他 273,915 322,749

   無形固定資産合計 273,915 322,749

  投資その他の資産   

   投資有価証券 42,585 48,258

   繰延税金資産 1,077,594 1,086,095

   その他 170,386 167,216

   貸倒引当金 △118,710 △122,430

   投資その他の資産合計 1,171,856 1,179,141

  固定資産合計 19,986,552 20,204,664

 資産合計 47,275,324 46,701,342
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,965,033 6,372,522

  電子記録債務 611,795 1,033,399

  短期借入金 1,223,802 1,187,102

  1年内返済予定の長期借入金 1,641,067 1,684,266

  未払法人税等 352,262 145,837

  賞与引当金 550,606 220,240

  役員賞与引当金 48,500 17,500

  完成工事補償引当金 2,300 2,400

  工事損失引当金 1,738 1,229

  その他 2,279,570 2,323,072

  流動負債合計 13,676,676 12,987,570

 固定負債   

  長期借入金 1,670,085 1,675,736

  退職給付に係る負債 1,772,783 1,758,811

  資産除去債務 46,746 46,771

  その他 131,734 208,292

  固定負債合計 3,621,349 3,689,611

 負債合計 17,298,026 16,677,181

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,361,563 3,361,563

  資本剰余金 3,412,260 3,412,260

  利益剰余金 20,515,604 20,361,572

  自己株式 △40,026 △40,026

  株主資本合計 27,249,402 27,095,371

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,082 14,756

  為替換算調整勘定 2,684,487 2,878,947

  退職給付に係る調整累計額 34,324 35,085

  その他の包括利益累計額合計 2,727,894 2,928,789

 純資産合計 29,977,297 30,024,160

負債純資産合計 47,275,324 46,701,342
 

EDINET提出書類

綜研化学株式会社(E01055)

四半期報告書

 9/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 10,371,357 9,046,485

売上原価 7,518,751 6,360,663

売上総利益 2,852,606 2,685,821

販売費及び一般管理費 2,061,076 2,035,272

営業利益 791,530 650,549

営業外収益   

 受取利息及び配当金 10,032 12,059

 為替差益 279,642 84,350

 補助金収入 1,312 6,114

 雑収入 19,312 5,650

 営業外収益合計 310,298 108,174

営業外費用   

 支払利息 7,858 35,491

 支払手数料 1,747 23,417

 雑損失 7,453 4,650

 営業外費用合計 17,058 63,558

経常利益 1,084,770 695,165

特別損失   

 固定資産除売却損 33,839 12,094

 特別損失合計 33,839 12,094

税金等調整前四半期純利益 1,050,930 683,071

法人税等 214,792 134,445

四半期純利益 836,137 548,625

親会社株主に帰属する四半期純利益 836,137 548,625
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 836,137 548,625

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △424 5,673

 為替換算調整勘定 840,146 194,460

 退職給付に係る調整額 3,985 760

 その他の包括利益合計 843,707 200,894

四半期包括利益 1,679,845 749,519

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,679,845 749,519
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 当座貸越契約及び貸出コミットメントについて

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これら契約に基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

2,300,000千円 2,300,000千円

借入実行残高 ― 千円 ― 千円

   差引 2,300,000千円 2,300,000千円
 

 

※２ 固定資産圧縮記帳

国庫補助金等受入により取得価額から直接減額した価額の内訳

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

建物 64,212千円 64,212千円

機械装置 366,035千円 361,041千円

土地 33,170千円 33,170千円

その他 10,630千円 10,630千円
 

 

３ 受取手形裏書譲渡高及び電子記録債権譲渡高

 

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

 729,835千円 654,863千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

減価償却費 454,051千円 513,845千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 618,836 75 2022年３月31日 2022年６月27日
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 702,657 85 2023年３月31日 2023年６月26日
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 9,650,273 721,084 10,371,357 － 10,371,357

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

56 － 56 △56 －

計 9,650,330 721,084 10,371,414 △56 10,371,357

セグメント利益 771,339 16,531 787,871 3,658 791,530
 

（注）１．セグメント利益の調整額3,658千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,425,763 620,722 9,046,485 － 9,046,485

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

17,108 14,000 31,108 △31,108 －

計 8,442,871 634,722 9,077,594 △31,108 9,046,485

セグメント利益 627,647 23,768 651,416 △866 650,549
 

（注）１．セグメント利益の調整額△866千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日 至　2022年６月30日）

 
  (単位：千円)

セグメント ケミカルズ 装置システム 合計

    

商品ユニット    

粘着剤 6,349,441 ― 6,349,441

微粉体 752,264 ― 752,264

特殊機能材 871,264 ― 871,264

加工製品 1,677,304 ― 1,677,304

装置システム ― 721,084 721,084

顧客との契約から生じる収益 9,650,273 721,084 10,371,357

    

主たる地域市場    

日本 2,975,941 694,760 3,670,701

中国 5,204,356 3,960 5,208,316

その他 1,469,976 22,363 1,492,339

顧客との契約から生じる収益 9,650,273 721,084 10,371,357
 

 
当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日 至　2023年６月30日）

 
  (単位：千円)

セグメント ケミカルズ 装置システム 合計

    

商品ユニット    

粘着剤 6,287,142 ― 6,287,142

微粉体 539,551 ― 539,551

特殊機能材 466,558 ― 466,558

加工製品 1,132,510 ― 1,132,510

装置システム ― 620,722 620,722

顧客との契約から生じる収益 8,425,763 620,722 9,046,485

    

主たる地域市場    

日本 2,911,482 578,986 3,490,468

中国 4,197,104 2,112 4,199,216

その他 1,317,175 39,624 1,356,799

顧客との契約から生じる収益 8,425,763 620,722 9,046,485
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 101円34銭 66円37銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 836,137 548,625

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

836,137 548,625

 普通株式の期中平均株式数(千株) 8,251 8,266
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月７日

綜研化学株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五 代  英 紀  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 天 野 祐 一 郎  

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜研化学株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜研化学株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
　
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

　ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

　される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

　められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

　当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

　いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

　において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

　注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

　いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

　企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

　成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

　財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

　信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

　査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

　監査人の結論に対して責任を負う。

 
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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